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 要  旨 
 ここ数年で P2P コンテンツ配信システムが多くの注目を集めている．クライアントサーバシス
テムではクライアントが増加するほどサーバに負担がかかりパフォーマンスが低下するが，P2P
コンテンツ配信システムではピアと呼ばれるユーザが情報を要求するクライアントと情報を提供
するサーバの両方の役目を担いコンテンツの配信をピア同士で協力して行うため，負荷が分散し
パフォーマンスの向上が期待できる．P2P を利用したコンテンツ配信アプリケーションの中では
BitTorrent が世界的に最も人気度が高いが，一方で改善すべき問題もいくつかある． 
 1 つ目の問題は，P2P ネットワークが IP ネットワーク上のオーバレイネットワークとして構成
されることである．オーバレイネットワークとして構築された P2P ネットワークは，下位の IP
ネットワーク資源をブラックボックス化する．そのため，P2P アプリケーションは通信資源が無
限に存在するような制御を行ってしまい，AS 間の冗長トラヒックが増大し，通信資源の利用効率
が低下する． 
 2 つ目の問題は，制御アルゴリズムにおけるランダム値の利用である．BitTorrent では，各ピ
アは欲しいコンテンツのピースのリクエストをピースを所持しているピアに出すことでダウンロ
ードをするが，その際，ランダム値を利用したピアを選択を行うことにより，物理的に遠方のピ
アに接続してしまうことがある．そうして，AS 内にピースを所持しているピアが存在するにも関
わらず，異なる AS のピアへの接続が行われると，AS 間の冗長トラヒックが増大し，ネットワー
ク資源の利用効率が低下する． 
こうした背景から既存の P2P の通信制御方式の変更が必要であると考えられるため，本論文で
は，BitTorrent のダウンロードにおける戦略（ピア選択戦略）で用いられているランダムなピア
選択を排除し，ダウンロード効率が向上するような適切な値を利用した制御アルゴリズムの提案
を行う．Tit-for-tat 戦略の改善により，ピアの選択を自身の所属する AS と同じ AS に属するピア
に優先的に接続することで，AS 間の冗長トラヒックを削減するローカライゼーションを実現し，
さらなる AS 間トラヒックの削減を目指す．提案方式の有効性は，コンピュータシミュレーショ
ンによる実験を行って評価を行う． 
 
  
